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縄
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本
資
料
は
令
和
二
年
三
月
に
比
嘉
昌
晋
氏
よ
り
当
館
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
も

の
で
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
十
一
月
三
日
、
沖
縄
県
と
な
っ
て
最
初
の
天

長
節
の
祝
賀
記
録
で
あ
る
。
法
量
は
縦
二
八
、
四
㎝
、
横
二
〇
、
四
㎝
で
丁
数
は

二
十
一
丁
、
版
心
に
沖
縄
県
と
印
刷
さ
れ
た
縦
書
き
十
三
行
の
罫
紙
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。

　
本
資
料
を
ま
と
め
た
沖
縄
県
少
書
記
官
原は
ら

忠た
だ
ゆ
き順
は
、
元
肥
前
鹿
島
藩
の
重
臣

で
、
藩
主
の
鍋な
べ
し
ま
な
お
よ
し

島
直
彬
が
初
代
沖
縄
県
令
と
な
っ
た
の
に
伴
い
、
側
近
と
し
て
着

任
し
て
い
た
。

　
四
月
の
琉
球
処
分
、
沖
縄
県
設
置
か
ら
半
年
余
の
時
点
で
行
わ
れ
た
天
長
節
で
、

県
庁
で
の
儀
式
や
潟
原
で
の
祝
賀
会
に
つ
い
て
の
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

　
天
皇
の
誕
生
で
あ
る
「
天
長
節
」
は
奈
良
朝
時
代
か
ら
宮
中
祭
事
と
し
て
行
わ

れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
明
治
政
府
は
、
一
八
六
八
年
八
月
に
、
九
月
二
十
二
日
の

天
皇
誕
生
日
を
休
日
と
す
る
布
告
を
だ
し
た
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
十
二
月
、

太
陽
暦
の
採
用
と
と
も
に
、
天
皇
誕
生
日
も
太
陽
暦
に
読
み
替
え
ら
れ
、
同
六
年

か
ら
十
一
月
三
日
が
天
長
節
と
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
一
、
資
料
の
内
容

　
本
資
料
は
五
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
天
長
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
当
日
花
火
や
座
楽
、
路
次
楽
な
ど
で
祝
賀
の
催

し
を
行
い
た
い
と
の
原
忠
順
沖
縄
県
少
書
記
官
の
発
議
が
あ
り
（
鍋

島
県
令
は
東
京
へ
出
張
中
の
た
め
原
が
代
理
を
務
め
て
い
る
）、
会
の

運
営
、
出
し
物
、
費
用
の
分
担
な
ど
記
し
た
協
議
書
が
、
県
庁
各
課
、

各
掛
、
沖
縄
側
の
親
見
世
や
首
里
の
役
所
な
ど
へ
回
覧
さ
れ
、
賛
同

人
の
手
書
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

②
十
一
月
三
日
の
天
長
節
当
日
の
記
録
。

ア
、
午
前
中
、
天
長
節
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。
県
庁
内
の
庁
堂

に
御
写
影
の
室
（
御
真
影
を
納
め
た
櫃
）
を
安
置
し
て
、
大
礼
服

の
原
少
書
記
官
ら
の
参
拝
か
ら
、
県
庁
職
員
、
地
元
の
士
族
、
寄

留
商
人
、
一
般
県
民
の
参
拝
が
行
わ
れ
た
。

イ
、
那
覇
港
の
薩
摩
商
人
の
船
舶
や
近
く
の
人
家
も
国
旗
を
掲
げ
、

国
旗
の
な
い
垣
花
村
な
ど
は
、紙
に
「
紅
日
」（
日
の
丸
）
を
描
い
て
、

竿
で
高
く
掲
げ
て
い
る
（
県
庁
は
未
だ
旧
薩
摩
藩
在
番
奉
行
所
な

の
で
、那
覇
港
は
至
近
の
距
離
に
あ
る
）。 

祝
賀
の
余
興
に
つ
い
て
、

原
が
旧
三
司
官
の
浦
添
親
方
朝
昭
、
富
川
親
方
盛
奎
と
も
相
談
し

て
、
旧
賀
式
に
則
り
座
楽
や
路
次
楽
を
加
え
、
内
地
の
例
と
し
て

煙
火
（
花
火
）
を
催
す
こ
と
と
し
、
場
所
は
那
覇
と
泊
の
間
の
潟

原
と
す
る
こ
と
に
定
め
た
。

ウ
、
潟
原
で
の
祝
賀
の
記
録
。
午
後
一
時
過
ぎ
に
大
礼
服
の
原
少
書

記
官
が
馬
で
会
場
入
り
。「
大
小
旭
章
之
国
旗
」
や
「
万
灯
」（
多

く
の
提
灯
）
で
飾
ら
れ
た
仮
小
屋
（
観
覧
所
）
に
属
官
や
浦
添
、

富
川
親
方
ら
と
入
る
。
楽
童
子
の
演
奏
、
久
米
村
士
族
の
路
次
楽
、

唐
歌
が
あ
り
、
つ
い
で
、
煙
火
が
昼
、
夜
併
せ
て
六
〇
種
余
打
ち

上
げ
ら
れ
た
。
老
幼
と
も
多
く
の
観
衆
が
詰
め
か
け
、
古
波
蔵
兵

営
か
ら
も
飯
倉
大
尉
以
下
下
士
官
一
七
〇
余
名
が
参
加
し
た
。
上

級
官
吏
ら
は
貌
蘭
□
（
ブ
ラ
ン
デ
ー
か
）
を
飲
み
、
本
県
人
は
焼

酒
（
泡
盛
で
あ
ろ
う
）
を
飲
ん
だ
。

午
後
十
一
時
過
ぎ
煙
火
が
終
了
、
万
灯
も
片
づ
け
ら
れ
た
。

③
ア
、
余
興
の
楽
童
子
の
奏
楽
の
楽
器
と
呼
称

　
イ
、
楽
譜
と
あ
り
、
演
奏
し
た
楽
曲
名
か
。

　
ウ
、
久
米
村
の
歌
学
師
の
唐
歌
の
歌
詞
（
五
曲
）

沖縄県立博物館・美術館，博物館紀要（Bull. Mus., Okinawa Pref. Mus. Art Mus.），№１５, pp.１５２（１）-１４３（１０）. ２０２２

１）沖縄県立博物館・美術館　〒９００-０００６　沖縄県那覇市おもろまち ３-１-１

Okinawa Prefectural Museum ＆ Art Museum, ３-１-１, Omoromachi, Naha, Okinawa ９００-０００６，Japan

(1)



−151−

　
エ
、
打
ち
上
げ
た
煙
火
（
花
火
）
の
名
称
（
六
十
七
種
）

④
陸
軍
大
尉
飯
倉
好
察
の
参
加
感
想
。
企
画
し
た
原
少
書
記
官
へ
の
感
謝
か
ら
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
会
の
成
功
を
祝
っ
て
い
る
。
ま
た
、
四
月
の
置
県
で
は
、
上
は
尚

氏
を
優
遇
し
、
下
は
庶
民
を
遇
す
る
こ
と
寛
恕
と
し
た
の
に
、
当
初
人
心
、
朝
意

の
あ
る
所
を
悟
ら
ず
、
幽
谷
を
慕
う
の
情
実
な
し
と
せ
ざ
る
も
云
々
、
し
か
し
、

令
君
（
鍋
島
県
令
と
原
少
書
記
官
）
の
心
を
用
い
る
に
懇
切
に
深
く
民
心
に
入
り

込
み
、
目
下
の
如
き
の
盛
挙
を
見
る
に
到
っ
た
、
皇
威
の
赫
赫
た
る
恩
波
の
普
く

及
ん
だ
か
ら
で
あ
る
云
々
、
こ
の
感
激
を
原
君
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

⑤
祝
賀
の
漢
詩
六
首
。
親
泊
親
雲
上
朝
啓
や
原
忠
順
の
七
言
絶
句
な
ど
。

　
　
　
　
二
、
考
　
察

　
ま
ず
は
、
こ
の
時
期
の
状
況
、
県
庁
と
旧
藩
士
族
の
関
係
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
、

で
あ
る
。
明
治
十
二
年
三
月
か
ら
四
月
、
琉
球
処
分
が
断
行
さ
れ
、
四
月
四
日
、
琉

球
藩
を
廃
し
、
沖
縄
県
を
置
く
旨
、
布
告
さ
れ
た
。
五
月
に
は
初
代
県
令
の
鍋
島
直

彬
が
着
任
、
尚
泰
が
上
京
し
た
。
六
月
二
十
五
日
に
、
県
庁
は
県
政
の
基
本
方
針
を

布
達
、「
諸
法
度
ノ
義
更
ニ
改
正
、
布
令
ニ
及
ハ
サ
ル
分
ハ
総
テ
従
前
ノ
通
…
」
と

し
て
「
旧
慣
温
存
」
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
旧
藩
役
人
は
、
従
前
通
り

旧
領
地
か
ら
勝
手
に
収
税
す
る
な
ど
、
県
政
と
対
立
し
た
。
八
月
十
八
日
県
は
つ
い

に
こ
れ
ら
反
県
的
な
士
族
百
名
余
を
拘
引
し
た
。
九
月
十
四
日
に
は
県
政
へ
の
協
力

を
誓
約
し
て
釈
放
さ
れ
た
。
十
月
に
は
旧
三
司
官
の
浦
添
朝
昭
と
富
川
盛
奎
が
県
の

顧
問
（
八
等
出
仕
）
と
な
っ
て
い
る
が
、拘
引
事
件
と
関
連
し
た
人
事
と
言
え
よ
う
。
　

さ
て
、
天
長
節
に
際
し
、
原
が
募
っ
た
祝
賀
会
賛
同
者
は
八
十
一
人
に
登
る
が
、
沖

縄
士
族
が
浦
添
、
富
川
を
筆
頭
に
三
十
五
人
も
い
る
。
明
治
十
二
年
の
「
官
員
録
」

沖
縄
県
（
十
一
月
十
二
日
調
）
で
の
沖
縄
出
身
者
は
八
等
出
仕
の
浦
添
、
富
川
以
下

二
十
四
人
で
あ
る
。
賛
同
者
中
、
里
之
子
親
雲
上
、
筑
登
之
親
雲
上
ク
ラ
ス
ま
で
が

「
官
員
録
」
に
掲
載
で
、
筑
登
之
ク
ラ
ス
以
下
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

と
も
あ
れ
、
旧
三
司
官
以
下
多
く
の
役
人
が
県
政
に
加
わ
っ
て
た
こ
と
が
分
か
る

拘
引
事
件
が
旧
藩
役
人
の
登
用
、
採
用
に
繋
が
っ
た
の
か
ど
う
か
、
検
証
が
必
要
だ

ろ
う
。
④
の
飯
倉
大
尉
は
処
分
後
、
当
初
人
心
は
県
政
に
批
判
的
で
あ
っ
た
が
、
今

や
皇
威
の
恩
波
に
浴
し
、
祝
賀
会
の
盛
況
を
見
る
に
到
っ
た
、
他
県
人
と
旧
藩
役
人

が
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
談
笑
し
て
い
る
こ
と
、
祝
賀
の
余
興
に
琉
球
の
音
曲
を

採
用
し
て
い
る
こ
と
等
、
鍋
島
県
政
の
成
果
と
し
て
い
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
。
富
川

盛
奎
は
翌
年
、
脱
琉
渡
清
し
て
お
り
、
県
政
に
身
を
置
い
た
か
ら
こ
そ
の
脱
清
な
の

か
、
も
と
も
と
苟か

り
そ
め且
の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
的
な
任
職
で
あ
っ
た
の
か
、
ど
ち
ら
だ
ろ

う
か
。

　
ま
た
、
原
が
十
一
月
三
日
に
県
庁
で
、
御
写
影
を
奉
じ
て
、
天
長
節
の
儀
式
を
お

こ
な
っ
て
い
る
が
、
御
写
影
を
収
め
た
室
は
、
も
と
も
と
内
務
省
出
張
所
か
ら
引
き

継
い
で
お
り
、
十
二
年
以
前
か
ら
内
務
省
出
張
所
で
、
天
長
節
を
行
っ
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。
全
国
的
に
も
、
明
治
六
年
に
奈
良
県
庁
が
御
真
影
の
下
付
を
受
け
て
い

て
、
そ
の
後
、
各
県
で
も
後
に
続
い
た
と
あ
り
、
県
庁
な
ど
で
天
長
節
を
祝
賀
す
る

動
き
が
始
ま
っ
て
い
た
。
沖
縄
で
の
開
始
も
同
時
期
か
ら
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
も
う
一
点
、
県
庁
で
の
天
長
節
の
式
典
は
公
の
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
が
、
潟
原
で
の

祝
賀
会
は
、
賛
同
者
の
俸
給
高
に
応
じ
た
頭
割
り
で
経
費
を
賄
う
と
さ
れ
て
お
り
、
公

か
ら
費
用
は
出
て
い
な
い
。
余
興
の
地
元
重
視
な
ど
、
全
国
的
に
ど
う
な
の
か
、
沖

縄
だ
け
の
取
り
組
み
だ
っ
た
の
か
、
興
味
あ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　
他
に
も
、
座
楽
の
曲
目
、
唐
歌
な
ど
、
ま
た
煙
火
・
花
火
の
こ
と
な
ど
、
そ
の
分

野
に
と
っ
て
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
こ
と
も
含
め
、

処
分
後
の
初
期
県
政
と
沖
縄
に
つ
い
て
考
え
る
多
く
の
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

　
光
諸
三
（
明
治
七
＝
一
八
七
四
）
年
の
「
御
書
院
日
記
」（
尚
家
文
書
）
の
九
月

中
の
記
録
に
、「
天
長
節
御
祝
日
付
拝
礼
之
事
」
と
あ
る
。
明
治
七
年
段
階
で
首
里

城
で
天
長
節
が
行
わ
れ
て
い
た
事
は
驚
き
で
あ
る
。
本
文
を
み
る
と
、

「
九
月
廿
八
日
　
天
長
節
付
四
ツ
時
分
／
天
皇
陛
下
／
皇
后
宮
御
写
真
拝
礼
左
之
通

相
済
候
事
」
と
し
て
、
南
殿
の
床
の
間
に
天
皇
、
皇
后
の
写
真
を
飾
っ
て
、
王
子
衆
、

按
司
衆
、
三
司
官
、
親
方
、
申
口
、
吟
味
役
と
次
々
拝
礼
し
、
諸
役
人
、
諸
間
切
役
々

ま
で
拝
礼
し
た
、
と
あ
る
。
国
王
尚
泰
は
「
当
分
風
気
相
慎
み
に
付
き
」
と
し
て
出

御
を
止
め
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
天
皇
皇
后
の
写
真
の
存
在
と
国
王
以
下
城
内
の

役
人
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
地
方
の
間
切
役
人
ま
で
天
長
節
に
参
列
し
て
い
た
事
が
分

か
る
。
琉
球
藩
時
代
の
天
長
節
に
つ
い
て
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

　
本
資
料
情
報
は
小
野
ま
さ
子
氏
（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
）
の
提
供
で
あ
る
。
記
し

て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

(2)
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沖
縄
県
奉
祝
天
長
節
実
記

維
明
治
十
二
年
十
一
月
三
日
、
天
長
節
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
嘉
節
奉
祝
ノ
為
メ
、
予
て
本

県
少
書
記
官
原
氏
ヨ
リ
属
官
等
ニ 

協
議
ア
リ
〈
時
ニ
県
令
ハ
東
京
ニ
赴
カ
レ
書
記

官
代
理
ナ
リ
〉
、
其
第
一
協
議
書
〈
天
第
一
号
〉
ニ
曰
ク

来
ル
十
一
月
三
日

天
長
節
ニ
付
テ
ハ
昼
夜
煙
火
ヲ
発
揚
シ
、
且
楽
手
若
干
名
ヲ
シ
テ
坐
楽
・
路
次
楽
等

ヲ
奏
セ
シ
メ
、
以
テ
佳
節
ヲ
祝
シ
奉
リ
度
存
候
条
、
御
同
志
ノ
向
キ
ハ
別
紙
罫
内
ニ

御
姓
名
ヲ
御
手
書
ニ
テ
御
捺
印
相
成
度
、
尤
モ
伊
藤
忠
雄
并
境
野
大
吉
ヲ
幹
事
ト
為

シ
、
右
祝
賀
ニ
係
ル
一
切
ノ
事
ヲ
整
理
為
致
候
条
、
巨
細
之
義
ハ
両
人
ヘ
御
打
合
可

相
成
候
也

　
　
明
治
十
二
年
十
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
原
　
忠
順

顧
問
　
諸
君

庶
務
課
　
ヾ

租
税
課
　
ヾ

出
納
課
　
ヾ

衛
生
課
　
ヾ

学
務
課
　
ヾ

勧
業
掛
　
ヾ

地
理
掛
　
ヾ

土
木
掛
　
ヾ

職
務
掛
　
ヾ

裁
判
掛
（
ヾ
脱
カ
）

警
察
署
（
ヾ
脱
カ
）

〈
親
見
世
・
久
米
村
〉

〈
泊
村
・
首
里
〉

　
　
　
　
　
役
所
　
ヾ

　
　
　
手
書
姓
名

田
中
馨
治
　
　
　
　
　
　
岡
本
浅
雄

(4)
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川
村
三
二
　
　
　
　
　
　
秋
永
桂
蔵

古
賀
虎
太
郎
　
　
　
　
　
川
副
義
一

愛
野
趙
一
　
　
　
　
　
　
谷
口
復
四
郎
　

吉
沢
敏
夫
　
　
　
　
　
　
梶
原
稲
隆

杉
本
金
治
郎
　
　
　
　
　
石
丸
今
朝
一 

松
本
　
茂
　
　
　
　
　
　
松
村
操
一

溝
口
作
太
郎
　
　
　
　
　
浦
添
親
方

天
久
親
雲
上
　
　
　
　
　
比
屋
根
里
之
子
親
雲
上

当
間
親
雲
上
　
　
　
　
　
山
里
筑
登
之
親
雲
上

親
泊
里
之
子
親
雲
上
　
　
佐
久
川
筑
登
之
親
雲
上

名
城
筑
登
之
親
雲
上
　
　
池
原
筑
登
之
親
雲
上

伊
波
筑
登
之
　
　
　
　
　
井
手
範
蔵

野
田
鹿
之
助
　
　
　
　
　
大
田
里
之
子
親
雲
上

普
天
間
里
之
子
親
雲
上
　
安
田
筑
登
之
親
雲
上

山
川
邦
太
郎
　
　
　
　
　
松
枝
貞
貫

早
水
保
之
進
　
　
　
　
　
永
田
佐
次
郎

上
野
太
一
郎
　
　
　
　
　
伊
奈
　
訓

田
野
　
熾
　
　
　
　
　
　
松
下
兼
清

中
川
四
郎
　
　
　
　
　
　
牧
　
信
形

岩
永
寛
三
郎
　
　
　
　
　
内
田
孝
太
郎

脇
屋
　
端
　
　
　
　
　
　
有
川
董
誠

北
御
門
弘
治
　
　
　
　
　
平
井
連
三
郎

坂
本
正
則
　
　
　
　
　
　
織
田
良
益

矢
原
信
見
　
　
　
　
　
　
重
信
伝
蔵

桑
原
米
松
　
　
　
　
　
　
長
野
範
亮

照
屋
筑
登
之
　
　
　
　
　
城
間
筑
登
之

山
口
筑
登
之
　
　
　
　
　
名
嘉
真
筑
登
之

糸
数
筑
登
之
　
　
　
　
　
山
里
筑
登
之

外
間
筑
登
之
　
　
　
　
　
新
崎
筑
登
之

山
口
親
雲
上
　
　
　
　
　
宮
城
里
之
子
親
雲
上

新
崎
筑
登
之
　
　
　
　
　
麻
（
摩
カ
）
文
仁
親
雲
上

富
川
親
方
　
　
　
　
　
　
森
　
謙
吾

宮
崎
吉
順
　
　
　
　
　
　
藤
井
治
幸

真
嶋
宣
徳
　
　
　
　
　
　
小
野
正
尊

大
塚
敬
六
　
　
　
　
　
　
諸
見
里
里
之
子
親
雲
上

外
間
筑
登
之
親
雲
上
　
　
伊
江
親
雲
上

安
室
親
方
　
　
　
　
　
　
冨
村
親
雲
上

与
古
田
里
之
子
親
雲
上
　
津
波
古
親
雲
上

平
埜
候
次
郎
　
　
　
　
　
照
屋
筑
登
之
親
雲
上

玉
那
覇
筑
登
之

其
第
三
協
議
書
ニ
曰
ク
〈
第
二
協
議
書
ハ
全
ク
第
三
協
議
書
ヲ
以
テ
改
定
ス
、
故
ニ

之
ヲ
略
ス
〉
来
ル
十
一
月
三
日
天
長
節
ニ
付
テ
ハ
嘉
節
奉
祝
ノ
為
、
奏
楽
并
煙
火
等

ノ
義
、過
日
天
第
一
号
ヲ
以
テ
協
議
ニ
及
ヒ
尋
ヒ
テ
天
第
二
号
ヲ
以
テ
相
定
候
、廉
々

（
兼
々
カ
）
回
覧
ニ
供
シ
置
候
処
、
今
般
更
ニ
別
紙
之
通
改
定
、
且
増
加
致
候
ニ
付
、

猶
及
御
回
覧
候
、
尤
モ
右
ニ
係
ル
一
切
ノ
費
用
ハ
追
テ
同
志
総
員
ノ
月
俸
高
割
ヲ
以

支
弁
候
義
ト
御
承
知
置
相
成
度
、
此
段
申
添
候
也
。

但
本
文
中
若
シ
御
異
存
之
廉
有
之
候
ハ
其
段
、
幹
事
ヘ
御
談
示
相
成
候
様
致
度

候
也

　
　
　
十
二
年
十
月
卅
一
日               

　
　
　
　
原
　
忠
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
志
諸
君

　
　
　
別
紙

一
奏
楽
并
煙
火
打
揚
ハ
那
覇
泊
村
ノ
境
塩
浜
ニ
於
テ
ス

一
奏
楽
ハ
坐
楽
・
路
次
楽
・
唐
歌
ノ
三
種
ト
ス

一
煙
火
ハ
昼
三
十
余
、
夜
四
十
、
外
ニ
吹
出
シ
二
拾
本
ヲ
発
揚
ス

一
奏
楽
ハ
正
午
第
十
二
時
ヨ
リ
午
后
第
三
時
ニ
至
ル

一
昼
煙
火
ハ
午
後
第
三
時
ヨ
リ
仝
第
六
時
ニ
至
リ
、
夜
煙
火
ハ
午
后
第
七
時
ヨ
リ
同

第
十
一
時
ニ
至
ル

一
同
志
総
員
ノ
為
メ
ニ
ハ
、
間
口
二
十
間
、
奥
行
二
間
ノ
仮
小
屋
ヲ
設
ケ
看
覧
所
ト

ナ
ス

　
　
但
各
自
別
ニ
看
覧
所
ヲ
設
ク
ル
ハ
適
宜
ト
ス

(5)
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一
奏
楽
所
ハ
右
看
覧
所
ノ
正
面
ニ
於
テ
一
小
仮
小
屋
ヲ
設
ク
、
楽
畢
レ
ハ
直
ニ
廃
撤

ス
一
煙
火
打
揚
所
ハ
右
看
覧
所
ノ
正
面
若
干
距
離
ノ
地
ニ
於
テ
仮
枉
竹
垨
等
ヲ
以
テ
仮

設
ス

一
煙
火
打
揚
所
并
看
覧
所
等
ニ
ハ
、
大
小
旭
章
之
国
旗
并
毬
灯
等
ヲ
以
テ
装
飾
ス

一
同
志
総
員
飲
食
ノ
為
メ
ニ
ハ
別
ニ
設
ヲ
為
サ
ス
、
行
厨
其
他
ハ
各
自
ノ
適
宜
タ
ル

ヘ
シ

一
楽
人
ノ
為
メ
ニ
ハ
最
寄
ニ
於
テ
一
小
家
屋
ヲ
賃
借
シ
休
憩
所
ト
為
シ
、
且
楽
手
一

同
ヘ
ハ
殊
ニ
茶
菓
ヲ
給
ス

一
当
日
若
シ
狂
風
降
雨
等
ア
レ
ハ
、
翌
日
ニ
順
延
ス

本
日
即
三
日
（
月
曜
）
天
晴
大
気
爽
涼
ナ
リ
、
午
前
□
時
原
少
書
記
官
大
礼
服
ヲ
着

ケ
出
庁
ス
、
庁
堂
〈
庶
務
課
ヲ
置
ク
所
〉
正
面
〈
床
ノ
間
ニ
テ
東
面
ナ
リ
〉
ニ
ハ
新

タ
ニ
四
柱
ノ
棚
板
ヲ
鈎
架
シ

御
写
影
ノ
室
ヲ
安
置
ス
〈
室
ハ
木
地
塗
ニ
テ
上
檐
ニ
三
個
ノ
菊
章
ヲ
金
蒔
絵
ニ
テ
画

ケ
リ
旧
内
務
省
出
張
所
装
飾
ス
ル
所
ニ
係
ル
〉
床
ノ
間
ノ
壁
面
及
ヒ
之
ニ
連
ナ
ル
一

房
ノ
入
口
ニ
ハ
一
面
ニ
白
布
ヲ
垂
下
シ
之
ヲ
装
ヒ
床
ノ
間
ノ
前
ニ
ハ
粗
薦
一
枚
ヲ
敷

キ
、
其
上
ニ
ハ
白
木
ニ
テ
連
柱
ノ
長
脚
几
ヲ
置
ク
、
勉
メ
テ
典
制
ニ
依
ル
ナ
リ
、
庁

堂
太
タ
広
カ
ラ
ス
ト
雖
ト
モ
東
西
六
間
余
、
南
北
五
間
余
ノ
□
平
ニ
シ
テ
、
机
卓
等

ハ
他
所
ニ
移
シ
、掃
除
等
特
ニ
注
意
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
頗
フ
ル
壮
麗
ヲ
示
ス
ニ
足
レ
リ
、

少
書
記
官
先
ツ
進
ン
テ
室
前
ニ
向
ヒ
一
拝
シ
室
ノ
扉
ヲ
左
右
ニ
推
シ
開
ク
〈
参
拝
人

ヲ
シ
テ
天
皇
皇
后
ノ
御
写
影
ヲ
正
シ
ク
仰
拝
セ
シ
ム
ル
カ
為
メ
ナ
リ
〉
又
一
拝
シ
了

ツ
テ
書
記
官
ハ
床
ノ
間
ノ
左
十
尺
許
ヲ
隔
テ
椅
子
ニ
凴
リ
坐
ス
、
是
時
職
務
係
伊
奈

九
等
属
ハ
準
礼
服
ヲ
着
ケ
床
ノ
間
ノ
東
北
側
面
ニ
鵷
立
ス
、
同
係
上
野
太
一
郎
ハ
庁

堂
ト
玄
関
ノ
間
タ
ニ
周
旋
シ
拝
賀
人
到
レ
ハ
遂
次
ニ
伴
テ
拝
賀
ノ
地
位
ニ
進
マ
シ
ム

午
前
七
時
属
官
参
拝

同
八
時
本
県
士
族
等
参
拝
次
テ
寄
留
人
及
本
県
平
民
婦
女
等
ニ
至
ル
マ
テ
参
拝
ス

同
十
一
時
下
参
拝
ノ
時
期
、
既
ニ
了
リ
足
蹠
ノ
已
ニ
絶
ユ
ル
ヲ
待
ツ
テ
書
記
官
再
タ

ヒ
立
テ
室
前
ニ
向
ヒ
一
拝
シ
室
ノ
扉
ヲ
閉
チ
了
テ
職
務
係
等
ヲ
率
ヒ
テ
退
庁
ス

是
日
、
那
覇
港
口
薩
商
所
有
ノ
船
舶
ニ
ハ
紅
旭
ノ
国
旗
ヲ
掲
ケ
本
嶋
ノ
船
舶
ハ
未
タ

国
旗
ヲ
揚
ク
ル
ニ
暇
ナ
ク
、
特
ニ
旒
旗
ヲ
装
フ
モ
ノ
ア
リ
、
而
シ
テ
港
内
人
家
ハ
皆

旭
章
ノ
国
旗
ヲ
掲
ク
、
垣
花
村
ノ
如
キ
村
落
ノ
農
舎
蜑
戸
ニ
至
ツ
テ
ハ
紙
ヲ
剪
リ
紅

日
ヲ
絵
キ
、
亦
高
ク
竿
頭
ニ
掲
ケ
出
セ
リ
、
港
口
三
重
城
辺
ヨ
リ
之
ヲ
眺
ム
レ
ハ
朝

暾
暉
ヲ
掲
ケ
旭
旗
ニ
映
照
シ
燦
爛
幾
ン
ト
将
ニ
目
ヲ
奪
ハ
レ
ン
ト
ス

是
ヨ
リ
前
書
記
官
、
属
官
等
ト
議
シ
本
県
創
置
以
后
、
初
メ
テ
迎
ユ
ル
天
長
節
ナ
ル

ヲ
以
テ
成
ヘ
ク
ハ
賑
ヤ
カ
ニ
祝
賀
シ
、
民
人
ニ
モ
感
覚
ス
ル
所
ア
ラ
シ
ム
ヘ
シ
、
因

テ
浦
添
親
方
、
富
川
親
方
等
ニ
モ
相
議
シ
タ
ル
ニ
、
本
県
士
族
等
ニ
於
テ
ハ
差
当
リ

旧
賀
式
ニ
仍
リ
坐
楽
・
路
次
楽
・
唐
歌
等
ヲ
奏
ヒ
ハ
如
何
ト
云
フ
、
是
ニ
於
テ
書
記

官
始
メ
相
謀
リ
テ
、
内
地
凡
例
ニ
沿
リ
煙
火
伎
ヲ
催
シ
、
彼
此
一
処
ノ
場
所
ニ
湊
合

シ
テ
徧
ネ
ク
民
人
ニ
縦
観
セ
シ
タ
（
メ
カ
）
ン
ト
、
即
第
三
協
議
書
ノ
如
ク
協
議
成

リ
瀉
（
潟
カ
）
原
〈
若
狭
町
地
先
泊
村
ノ
入
口
ニ
ア
ル
塩
浜
ナ
リ
、
汐
時
ハ
凡
長

四
五
町
巾
三
四
町
ノ
舄
鹵
ト
ナ
ル
〉
ヲ
以
テ
其
場
所
ト
定
ム
、
伊
藤
三
等
属
、
境
野

八
等
属
等
予
テ
該
所
小
屋
建
等
ノ
事
ヲ
管
司
ス
ル
ヲ
以
テ
脩
路
等
モ
亦
頗
ル
清
灑
ヲ

極
メ
タ
リ

潟
原
塩
浜
中
央
ヨ
リ
二
十
歩
許
東
ニ
沿
ヒ
、
間
口
二
十
間
奥
行
二
間
ノ
苫
葺
ノ
仮
小

屋
ヲ
作
リ
前
一
面
ヲ
開
キ
後
面
ハ
帷
幕
ヲ
繞
ラ
シ
、
地
ニ
ハ
畳
或
ハ
莚
席
ヲ
陳
ヘ
、

上
ニ
氈
ヲ
敷
キ
、
毎
柱
上
国
旗
ヲ
掲
出
シ
、
檐
端
ニ
毬
灯
ヲ
鈎
リ
以
テ
之
ヲ
装
フ
、

是
ヲ
総
員
ノ
観
覧
所
ト
為
ス

午
后
一
時
下
、
原
書
記
官
ハ
大
礼
服
ヲ
着
ラ
レ
タ
ル
マ
ヽ
洋
装
ノ
鞍
馬
ニ
跨
カ
リ
、

属
官
数
名
ト
共
ニ
観
覧
所
ニ
来
ル
、
此
ニ
集
マ
ル
人
民
老
幼
ト
ナ
ク
皆
仰
キ
観
テ
敬

粛
ノ
色
ア
リ
、
継
テ
浦
添
、
富
川
其
他
旧
藩
士
族
ノ
出
勤
セ
ル
者
陸
続
相
到
リ
赴
任

官
等
ト
臂
ヲ
交
ヘ
テ
並
ヒ
坐
ス
、
警
察
官
ハ
其
右
ニ
居
リ
、
陸
軍
分
遣
隊
ハ
其
左
ニ

相
接
ス
、
観
覧
所
ノ
前
相
隔
タ
ル
数
歩
ニ
過
キ
ス
、
又
仮
小
屋
ヲ
作
ル
、
間
口
四
間

許
奥
行
二
間
許
、
後
面
幕
ヲ
張
リ
、
前
三
面
ヲ
開
ク
、
是
ヲ
奏
楽
ノ
処
ト
為
ス
、
此

ヲ
隔
ツ
ル
数
十
歩
ノ
外
ニ
煙
火
筒
ヲ
据
へ
傍
ラ
ニ
一
大
柱
ヲ
立
ツ
、
高
サ
二
十
尺
許

頂
上
ニ
一
幅
ノ
大
国
旗
ヲ
掲
ケ
、
其
頸
ニ
索
縄
ヲ
繋
キ
之
ヲ
垂
下
シ
地
上
植
ル
所
ノ

短
柱
ニ
縛
駐
シ
以
テ
大
旗
風
ヲ
受
ル
ノ
力
ト
為
ス
、
其
索
縄
二
条
ハ
観
覧
所
ニ
向
ヒ

入
字
ノ
如
ク
引
絙
シ
高
キ
ヨ
リ
低
キ
ニ
至
リ
数
十
個
ノ
紅
毬
灯
ヲ
星
纏
ス
、
而
シ
テ

煙
火
筒
ノ
周
囲
ハ
幕
ヲ
以
テ
之
ヲ
繞
ラ
シ
、
煙
火
伎
委
員
ノ
外
、
他
人
ノ
闖
入
ヲ
禁

ス
、
誤
ツ
テ
傷
ヲ
被
ム
ル
者
ア
ラ
ン
ヲ
恐
ル
ヽ
ナ
リ
、
又
其
外
辺
ニ
向
ヒ
広
ク
竹
欄

ヲ
繞
ラ
シ
テ
観
覧
所
左
右
ニ
連
ル
、
亦
酔
漢
駭
児
等
ノ
闖
入
雑
遝
ヲ
禦
ク
ナ
リ

既
ニ
シ
テ
奏
楽
始
マ
ル
ヲ
告
ク
、
観
覧
所
前
ノ
仮
小
屋
ニ
向
ヒ
楽
人
徐
カ
ニ
進
ミ
来

(6)
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ル
、
楽
器
床
ハ
先
ニ
陳
列
セ
リ
、
楽
器
ノ
床
ア
ル
ハ
鼓
、
小
銅
鑼
、
新
心
及
銅
鑼
両

班
二
器
ノ
ミ
、
床
ハ
皆
朱
漆
ヲ
刷
シ
金
蒔
絵
唐
草
ヲ
画
ク
、
楽
童
子
四
名
〈
伊
江
王

子
五
男
伊
江
里
之
子
・
豊
見
城
親
方
長
男
豊
見
城
里
之
子
・
国
頭
按
司
三
男
国
頭
里

之
子
・
真
玉
橋
親
雲
上
長
男
真
玉
橋
里
之
子
〉
氈
上
ニ
並
坐
ス
、伊
江
ハ
鼓
、小
銅
鑼
、

新
心
ヲ
掌
ル
〈
新
心
ハ
銅
鑼
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
差
小
ク
一
ヲ
仰
覆
シ
一
ヲ
以
テ
上
ヨ
リ

之
ヲ
扣
キ
音
ヲ
発
ス
〉
豊
見
城
ハ
銅
鑼
、
両
班
ヲ
掌
ル
、
而
シ
テ
手
板
（
チ
ャ
ッ
パ

ン
）
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
手
ニ
シ
、
腕
ヲ
回
ラ
シ
上
下
反
覆
ス
、
音
ナ
シ
、
只
節
奏
ニ
供
ス

ル
ノ
ミ
、
伊
江
ト
時
ニ
相
交
換
シ
テ
之
ヲ
用
ユ
、
並
ニ
皆
右
手
ニ
之
ヲ
持
ツ
故
ニ
手

板
ヲ
持
ツ
ト
キ
ハ
、
他
器
ヲ
打
ツ
皆
左
手
ヲ
以
テ
ス
、
国
頭
ハ
三
金
ヲ
掌
ル
〈
三
金

ハ
其
形
品
字
ノ
如
ク
柄
ア
リ
、
鞭
ヲ
以
テ
之
ヲ
撃
チ
音
ヲ
発
ス
〉
真
玉
橋
ハ
三
板
ヲ

掌
ル
〈
三
板
ハ
拍
版
ノ
如
ク
四
ツ
竹
ニ
似
タ
リ
〉
皆
前
面
ニ
居
ル
、
金
城
ハ
嗩
吶
ヲ

吹
ク
〈
嗩
吶
ハ
小
喇
叭
ノ
如
シ
〉
宇
地
原
、
棚
原
二
人
ハ
並
ニ
横
笛
ヲ
吹
ク
、
此
三

人
皆
楽
童
子
ノ
後
面
ニ
坐
ス
、
伊
江
ハ
歳
十
五
、
白
哲
長
身
女
子
ニ
似
タ
リ
、
紅
藍

交
条
ノ
長
袖
絺
衣
ヲ
着
ク
、
豊
見
城
ハ
歳
十
四
、
鼻
目
秀
朗
紅
褐
色
交
条
ノ
長
袖
絺

衣
ヲ
着
ク
、
国
頭
ハ
歳
十
四
、
姿
貌
端
麗
白
地
紺
黒
交
条
ノ
長
袖
絺
衣
ヲ
着
ク
、
真

玉
橋
ハ
歳
十
四
、
温
容
豊
肌
紺
白
交
条
ノ
長
袖
絺
衣
ヲ
着
ク
、
皆
博
帯
前
ニ
禬
ス
、

此
四
人
並
皆
美
少
年
ニ
シ
テ
人
品
太
タ
高
シ
、
嗩
吶
横
笛
ヲ
吹
ク
者
ハ
並
ニ
皆
青
年

ニ
ア
ラ
ス
、
一
様
紺
黒
絺
衣
ヲ
着
ク
、
楽
起
ル
、
歌
唱
ナ
シ
、
譜
ヲ
案
シ
テ
奏
ス
ル

ノ
ミ
、
畢
テ
路
次
楽
ヲ
始
ム
、
前
班
銅
角
二
人
、
銅
鑼
一
人
、
次
班
銅
角
三
人
、
後

班
喇
叭
笛
二
人
、
最
後
班
二
列
鼓
四
人
ナ
リ
、
吹
打
互
ニ
曲
ヲ
作
シ
、
銅
鑼
時
ニ
一

撃
シ
テ
節
ヲ
作
ス
、
是
ハ
昔
時
所
謂
琉
球
人
来
朝
行
道
ノ
時
ニ
於
テ
観
ル
所
ニ
略
相

同
シ
、
但
直
立
シ
テ
行
カ
ス
、
并
ニ
旗
幟
ヲ
用
ヒ
サ
ル
ノ
ミ
、
畢
テ
久
米
村
歌
学
師

唐
歌
ヲ
奏
ス
、瑶
（
揺
カ
）
琴
（
ヤ
ン
キ
ン
）〈
木
琴
ニ
似
タ
リ
〉
国
場
子
親
雲
上
、

次
ニ
三
弦
池
宮
城
子
親
雲
上
、
次
ニ
琵
琶
（
ピ
ー
パ
ー
）
国
場
子
親
雲
上
、
次
ニ
胡

琴
（
ウ
キ
ン
）
国
場
親
雲
上
並
ニ
前
面
ニ
坐
ス
、
瑶
琴
ヲ
鼓
ス
ル
国
場
ナ
ル
者
、
其

歌
学
師
ナ
リ
ト
云
、
歳
六
十
許
、
白
髪
老
人
ナ
リ
、
安
次
嶺
親
雲
上
、
伊
差
川
通
事

親
雲
上
、
池
宮
城
親
雲
上
、
宮
城
子
親
雲
上
並
ニ
皆
後
面
ニ
坐
シ
板
ヲ
打
チ
支
那
音

ヲ
以
テ
唱
歌
ス
、
其
詞
曲
ハ
福
寿
歌
、
想
郷
歌
、
頌
太
平
、
調
寄
生
艸
、
哭
五
更
ナ

リ
〈
詞
辞
後
ニ
録
ス
〉
畢
テ
俄
カ
ニ
奏
楽
仮
小
屋
ヲ
撤
ス
、
観
覧
所
ヨ
リ
煙
火
筒
、

帷
幕
ノ
所
ニ
至
ル
マ
テ
又
一
物
ノ
眼
ヲ
遮
キ
ル
モ
ノ
ナ
シ
、
忽
ニ
シ
テ
狼
煙
上
ル
、

首
ハ
白
煙
柳
ト
名
ク
、
次
ハ
序
ヲ
逐
ヒ
三
十
余
種
、
後
ニ
開
張
ス
ル
煙
火
名
目
報
単

ノ
如
シ

観
覧
所
ニ
ア
ル
者
時
ニ
漸
ク
行
厨
ヲ
開
キ
赴
任
官
吏
ハ
多
ク
啤
尓
貌
蘭
□
（
口
＋

地
）
ヲ
酙
ミ
、
本
県
人
ハ
皆
焼
酒
ヲ
酌
ム
、
肴
核
ヲ
相
抵
シ
テ
餐
喫
シ
杯
盞
ヲ
相
互

ヘ
テ
飲
呑
ス
、
復
昔
日
彼
此
官
民
相
睚
眦
シ
相
隔
絶
ス
ル
ノ
情
態
ヲ
挿
ム
者
ナ
シ
、

今
ニ
シ
テ
聖
化
ノ
浹
洽
ス
ル
ニ
至
ル
ヲ
見
ル
ナ
リ
、
狼
煙
一
発
ス
ル
毎
ニ
欄
外
ノ
観

者
手
ヲ
拍
チ
喝
□
（
口
＋
采
）
ノ
声
ヲ
起
ス
、
宛
カ
モ
風
濤
ノ
澎
湃
ヲ
送
ル
ヲ
聞
ク

ニ
似
タ
リ
、
是
時
古
覇
（
波
カ
）
蔵
兵
営
ヨ
リ
到
ル
者
、
陸
軍
大
尉
飯
倉
氏
ヲ
始
メ

ト
シ
テ
下
士
官
銃
兵
ニ
至
ル
迄
百
七
拾
余
名
、
大
尉
飯
倉
氏
祝
辞
ヲ
作
ル
〈
後
ニ
載

ス
〉
親
泊
親
雲
上
モ
亦
詩
ア
リ
、
属
管
等
珍
ト
シ
テ
之
カ
韻
ヲ
次
ク
者
ア
リ
、
或
ハ

別
ニ
歌
詞
ヲ
推
叩
ス
ル
者
ア
リ
、
時
俄
カ
ニ
風
巻
キ
雲
湧
一
陣
ノ
驟
雨
瀉
キ
来
ル
、

衆
頗
フ
ル
倉
慌
阻
喪
ノ
色
ア
リ
、
須
臾
ニ
シ
テ
雨
罷
ミ
雲
散
シ
、
天
日
更
ニ
清
朗
ナ

リ
、
前
日
散
ス
ル
者
復
タ
聚
マ
リ
来
タ
到
ラ
サ
ル
者
老
幼
、
畢
ク
至
ル
、
観
ル
者
林

ノ
如
ク
堵
ノ
如
シ
、
既
ニ
シ
テ
日
暮
ル
各
所
掲
ク
ル
所
ノ
大
小
ノ
球
灯
一
斉
ニ
火
ヲ

点
ス
、
灯
光
天
ニ
映
シ
地
ヲ
燿
カ
ス
星
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
殷
紅
月
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
太
明

ナ
リ
、
暫
ク
シ
テ
先
上
ル
煙
火
ハ
猩
々
頭
ナ
リ
、
此
次
ハ
序
ヲ
逐
ヒ
六
十
余
種
ア
リ

〈
亦
後
ニ
載
ス
ル
名
目
ノ
如
シ
〉
赤
龍
ノ
天
ニ
登
ル
如
キ
モ
ノ
玉
簾
ノ
地
ニ
垂
ル
如

キ
モ
ノ
、
皆
其
名
称
ニ
背
カ
ス
、
観
者
益
々
賛
称
ノ
声
ヲ
止
メ
ス
、
而
シ
テ
令
公
ノ

室
ハ
賀
根
村
筑
登
之
ノ
家
ニ
就
キ
、
壁
牆
ノ
内
別
ニ
桟
敷
ヲ
架
シ
榕
樹
密
蔭
ノ
間
、

纔
カ
ニ
瀉
原
ヲ
眺
望
ス
ヘ
ク
一
二
ノ
侍
臣
媵
婦
ヲ
随
カ
ヘ
小
宴
ヲ
開
カ
レ
、
今
日
ノ

韶
辰
ヲ
祝
シ
煙
火
ヲ
観
テ
興
ヲ
催
フ
シ
、
一
時
ハ
羇
窓
ノ
幽
情
ヲ
解
カ
ル
ヽ
ナ
ル
ヘ

シ
、
而
シ
テ
其
歓
ヲ
取
ル
ヤ
間
静
幽
穆
ニ
シ
テ
飜
袖
ノ
影
ヲ
覩
ス
、
□
（
笑
カ
）
語

ノ
声
ヲ
聞
カ
ス
、
頗
ル
他
ノ
喧
閙
ニ
異
ナ
レ
リ

午
后
十
一
時
下
、
煙
火
悉
ク
挙
ケ
了
リ
、
万
灯
漸
次
ニ
撤
却
ス
、
観
者
尚
余
歓
待

ヲ
貪
ル
者
ア
リ
、
料
リ
知
ル
民
人
ニ
於
テ
モ
今
日
始
メ
テ

天
皇
陛
下
ノ
聖
誕
ヲ
祝
賀
シ
奉
ル
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
感
覚
記
念
シ
タ
ル
ナ
ル
ヘ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
　
　
日
記

　
（
朱
書
）

有
斯
挙
而
無
斯
記
何
以
伝
諸
後
年
而
其
為
記
直
就
実
事
軽
々
着
筆
周
匝
不
洩
展
閲

三
復
宛
然
今
猶
有
当
日
之
思
大
凡
文
之
出
於
実
事
者
不
求
巧
而
自
然
巧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
忠
順
妄
言
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楽
童
子
奏
楽
々
器
名

　
一
　
　
鼓

ツ
ズ
ン

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
小コ

ド

ラ鉦

　
一
　
　
手テ

ヒ

ャ

ウ

シ

拍
子
　
　
　
　
　
一
　
　
大オ
ホ
ド
ラ鉦

　
一
　
　
鑼ド
ラ

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
手
チ
ャ
ッ
ピ
ン板

　
一
　
　
三ミ
ツ
カ
ネ金

　
　
　
　
　
　
一
　
　
三サ

ン

バ板

　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
　
　
　
同
楽
譜

　
一
　
　
嗩フ
チ
リ
チ
サ
ヲ
シ
ン

吶
造
声
　
　
　
　
一
　
　
□ハ
ン

（
竹
＋
半
）
笙シ
ャ
ウ
ナ
ン
ナ
エ
ラ
ウ

難
来
郎

　
一
　
　
嗩フ
チ
リ
チ
ラ
ウ

吶
□
（
口
＋
隹

）
枝ニ
ン 

一
　
　
□ハ
ン
シ
ャ
ウ
ス
ズ
リ
チ
ャ

笙
思
謝
家

　
一
　
　
嗩フ
チ
リ
チ
ナ
ン
ナ
エ
ラ
ウ

吶
難
来
郎
　
　
　
一
　
　
嗩フ

チ

リ

チ

ス

ズ

リ

チ

ャ

吶
思
謝
家

　
一
　
　
□ハ
ン
シ
ャ
ウ
ラ
ウ
ニ
ン

笙
□
枝
　
　
　
　
一
　
　
嗩フ
チ
リ
チ
ウ
ッ
チ
ン
ル
ハ
ン

吶
鬱
金
堂

            

　
　
以
上

　
　
　
　
　
福
寿
歌

千
歳
爺
鎮
中
山
万
古
千
秋
天
朝
一
路
上
海
不
揚
波
臣
民
倶
歓
喜
物
阜
與
年
豊
満
載
帰

来
了

千
歳
爺
福
寿
斉
天
長
不
老

　
　
　
　
　
想
郷
歌

紗
窓
外
月
影
消
離
国
之
人
不
尽
心
憔
過
海
艱
難
那
知
那
知
道
在
琉
球
日
暖
風
和
到
中

華
也
霜
雪
相
交
凄
凄
苦
苦
顔
衰
老
思
量
起
父
母
年
高
奉
王
命
敢
畏
敬
労
嬌
嬌
在
家
無

倚
無
倚
靠
望
郷
信
隔
断
海
島
一
年
只
等
貢
船
貢
船
到

　
　
　
　
　
頌
太
平

天
初
暁
瑞
気
降
来
臨
五
彩
卿
雲
扶
日
昇
江
山
美
錦
繍
新
更
喜
是
良
晨
俺
君
王
新
即
位

恩
光
普
照
東
□
（
氵
＋
冥
）
家
家
戸
戸
管
弦
與
歌
声
焚
香
礼
拝
祝
聖
明
物
華
天
宝
人

阜
年
豊
俺
通
国
万
古
千
秋
慶
太
平

　
　
　
　
　
調
寄
生
艸

有
朋
友
自
遠
方
来
到
久
聞
仁
兄
善
與
人
交
我
同
你
手
挽
手
入
太
廟
細
叮
嚀
巧
言
令
色

休
同
道
我
只
要
你
貧
而
無
諂
富
而
無
驕
只
要
你
言
而
有
信
方
為
妙

　
　
　
　
　
哭
五
更

怕
的
是
黄
昏
女
子
吃
了
一
驚
□
（
忄
＋
剌
）
梳
粧
手
拿
青
鏡
晩
晩
是
烏
雲
満
天
星
斗

照
着
乾
坤
撞
罷
鐘
就
把
更
来
定

明
治
十
二
年
十
一
月
三
日
　
　
煙
火
打
揚
名
目

　
　
　
昼
之
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
之
部

　
白
煙
柳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猩
々
頭

〈
ク
リ
カ
ラ
〉
龍
　
　
　
　
　 

 

〈
浅
黄 

緋
色
〉
交
星

〈
黄
龍
三
疋 

大
龍
〉
三
声
雷
　
　
銀
河
星

〈
赤
龍 

黄
龍
〉
壱
声
雷
　
　
　
　
玉
簾

　
手
鞠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧

　
手
鞠
糸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
満
天
白

　
柳
燕
メ
　
　
　
　
　
　
　
　 

〈
紫
星 

白
光
星
〉
二
段
打
分

　
黄
煙
柳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
追
龍

　
銀
篭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
黄
星

　
赤
鞠
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

〈
集
火
五
段
〉
打
分

〈
赤
雲
〉
煙
中
龍
　
　
　
　
　
　 

萩
ノ
露

　
三
色
龍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桃
花
星

　
銀
持
蝶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛸
足
火
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子
持
龍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
色
三
段
打
分

〈
赤
雲
〉
雷
声
　
　
　
　
　
　
　 

紅
星

 
 

銀
紅
班
竜
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
雀
尾
火

 
 

風
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
白
星

 
 

青
龍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雨
後
月

 
 

烟
雨
雷
声
　
　
　
　
　
　
　
　
三
色
火

 
 

紅
白
龍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雷
声

 
 

白
龍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
流
火

 
 

白
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
露

 
 

相
撲
取
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
夜
雷
声

 
 

紅
網
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
曜
星

 
 

雷
声
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛍
火

 
 

赤
雲
群
□
（
艹
＋
金
）
　
　
　
　
登
竜

 
 

鉾
菱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
散
紅
梅

〈
黄
煙
柳 

銀
光
星
〉
二
段
打
分
　
枝
柳

 
 

散
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
　 

〈
天
来
火
コ
ホ
シ
〉
星

 
 

金
光
星
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雷
後
月

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

〈
赤
龍
火 

銀
火
星
〉
二
段
打
分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
二
声
雷
声

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
雨
中
雷

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
浅
黄
紫
〉
交
星

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
落
葉
火

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
相
撲
取

維
明
治
十
二
年
十
一
月
三
日
、
沖
縄
県
令
鍋
島
直
彬
君
代
理
仝
県
少
書
記
官
原
忠
順

君
、
泊
塩
浜
ニ
於
テ
其
僚
属
ト
與
ニ
宴
合
歓
以
テ

天
長
節
ノ
令
辰
ヲ
奉
祝
セ
ラ
レ
〈
好
察
〉
原
君
ノ
高
意
ニ
慿
テ
亦
此
ノ
雅
筵
ニ
連
ル

ノ
幸
福
ヲ
得
タ
リ
、
此
日
ヤ
恰
モ
好
シ
、
天
気
晴
朗
凄
風
ノ
肌
膚
ニ
逼
ル
ヲ
覚
エ
ス
、

場
中
ニ
ハ
数
流
ノ
国
旗
ヲ
飜
シ
数
白
（
百
カ
）
ノ
毬
灯
ヲ
掲
ケ
粧
飾
燦
然
殆
ン
ト
眼

ヲ
奪
フ
、
且
本
島
伝
ル
所
ノ
古
楽
ヲ
奏
シ
テ
淑
和
ヲ
迎
ヘ
数
種
ノ
烟
花
ヲ
迸
揚
シ
テ

煥
発
ヲ
採
ル
、
其
趣
向
ヤ
至
リ
尽
セ
リ
、
乃
チ
朝
来
庶
民
ノ
来
リ
見
ル
者
無
量
数
千

人
、
咸
万
歳
ヲ
唱
フ
、
其
熾
盛
ナ
ル
未
タ
曾
テ
有
ラ
サ
ル
所
ト
云
、
蓋
シ
本
島
ハ
本

土
ヲ
距
ル
三
百
余
里
、
久
ク
尚
氏
ノ
沢
ニ
浴
シ
、
其
風
ヤ
淳
朴
、
其
俗
ヤ
純
一
、
旧

格
ニ
恋
々
タ
ル
モ
ノ
ハ
亦
敢
テ
怪
ム
ヘ
キ
ニ
非
サ
ル
ナ
リ
、
伏
テ
惟
ニ
本
年
四
月
、

本
島
置
県
ノ
挙
ア
ル
ヤ
、
上
尚
氏
ヲ
待
ス
ル
厚
優
、
下
庶
民
ヲ
遇
ス
ル
寛
恕
、
区
処

其
当
ヲ
得
措
置
其
宜
キ
ヲ
得
タ
リ
、
然
レ
ド
モ
当
初
人
心
　
朝
意
ノ
ア
ル
所
ヲ
悟
ラ

ス
、
進
テ
喬
木
ニ
遷
ル
ノ
栄
ヲ
厭
ヒ
却
テ
幽
谷
ヲ
慕
ノ
情
実
ナ
シ
ト
セ
サ
ル
モ
爾
来

令
君
ノ
鞠
躬
、
僚
属
ノ
勉
力
共
ニ
心
ヲ
用
ル
ノ
懇
篤
深
ク
民
心
ニ
涵
入
シ
、
今
ヤ
融

然
ト
シ
テ
其
旧
固
ヲ
闡
キ

至
尊
ノ
恩
遇
ヲ
奉
戴
シ
悦
服
シ
テ
庁
命
ヲ
聞
キ
安
然
ト
シ
テ
、
其
堵
ニ
安
ン
ス
ル
ニ

至
レ
リ
、
輙
チ
目
下
ノ
如
キ
盛
挙
ヲ
見
ル
ハ
亦
牧
民
者
ノ
績
シ
ヲ
知
ル
ノ
一
端
ナ
ラ

ン
哉
、
於
虖

皇
威
ノ
赫
々
タ
ル
恩
波
ノ
普
ク
及
所
、
夫
レ
斯
ク
ノ
如
シ
、
豈
欣
擢
抃
舞
シ
テ
慶
賀

セ
サ
ル
ヲ
得
ン
ヤ
、
〈
好
察
〉
感
堪
ヘ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
聊
菲
ユ
ニ
口
ヲ
記
シ
此
ノ

令
辰
ヲ
拝
祝
シ
テ
以
テ
原
君
ノ
左
右
ニ
啓
ス

　
　
明
治
十
二
年
十
一
月
三
日
　
　
　
　
　
　
飯
倉
　
好
察

　 

恭
祝

　
聖
節

天
開
文
運
致
雲
祥
　
万
戸
旗
章
掲
旭
光
　

昭
代
皇
恩
無
所
報
　
千
秋
欲
献
菊
花
觴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
泊
親
雲
上
朝
啓

　
天
長
節
次
親
泊
詞
伯
韻

太
平
煙
火
兆
休
祥
　
雲
際
飛
龍
吐
紫
光

遙
想
九
霄
金
殿
宴
　
仙
班
上
寿
酔
瓊
觴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
等
属 

秋
永
照
隣

　
天
長
節
次
親
泊
親
雲
上
韻

旗
掲
紅
陽
表
万
祥
　
喜
看
煙
火
放
瑶
光

(9)
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恩
波
遠
及
南
洋
島
　
蜑
戸
相
迎
挙
寿
觴

　
同
韻
戯
作

門
柱
猶
留
写
吉
祥 

〈
島
俗
曾
倣
支
那
　
門
柱
皆
題
春
帖
〉
今
朝
旗
掲
太
陽
光

聖
辰
欲
献
中
山
酒
　 

蛮
奴
盛
来
椰
子
觴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村 

三
二

　
天
長
節
　
七
律

球
洲
山
水
似
春
回
　
瘴
雨
無
痕
佳
気
催
　

烟
火
飄
時
龍
影
挙
　
笙
鏞
奏
処
鳳
鳴
来

七
千
里
外
恩
波
洽
　
卅
万
人
余
笑
面
開
　

身
在
洋
南
新
置
県
　
旭
章
旗
下
酔
瓊
觴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
復
拝

三
多
斉
唱
四
方
民
　
何
啻
華
封
一
老
人

会
在
海
南
新
置
県
　
天
長
地
久
祝
佳
辰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
忠
順
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